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佐々木 監査委員

平成 23 年度歳出決算

　

平
成
24
年
９
月
定
例
会
は
９
月
11
日
か
ら
11
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
た
。
本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
10
件
、
条
例
１
件
、
人
事
１
件
、

23
年
度
決
算
認
定
１
件
、
報
告
５
件
の
計
18
件
の
議
案
お
よ
び
議
員

提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
た
。

一般会計　43億 9,596 万 1 千円 
特別会計　特別会計　17億 4,046 万 1 千円

を認定を認定

定例会（議場）

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算

額
は
45
億
５
９
１
万
８
千

円
、
歳
出
決
算
額
は
43
億

９
５
９
６
万
９
千
円
で
、

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

１
億
６
６
１
万
円
を
翌
年

度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
10
会
計

の
歳
入
決
算
額
17
億
６
８

５
３
万
２
千
円
、
歳
出
決

算
額
17
億
４
０
４
６
万
１

千
円
で
差
し
引
き
実
質
収

支
額
２
８
０
７
万
１
千
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま

し
た
。

23
年
度
決
算
認
定

監
査
報
告

　

平
成
23
年
度
の
決
算
審

査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算

の
執
行
状
況
が
規
定
に
則

し
効
率
か
つ
合
理
的
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
会
計

経
理
は
諸
法
規
に
準
拠
し

て
適
性
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
、
関
係
諸
帳
票
、
証

書
類
と
照
合
し
、
併
せ
て

関
係
職
員
か
ら
説
明
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
例
月

出
納
検
査
、
定
期
監
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
審
査

い
た
し
ま
し
た
。
事
務
監

査
に
つ
い
て
は
抽
出
し
て

実
施
し
た
が
い
ず
れ
も
正

確
に
処
理
さ
れ
、
各
会
計

と
も
計
数
に
誤
り
は
な
く

現
金
・
貯
金
・
証
券
・
基

金
・
財
産
等
は
的
確
に
管

理
さ
れ
事
務
事
業
の
執
行

等
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。志田集会所建設始まる
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区　分 予算現額
歳　入 歳　出 歳入歳出

差引残高
翌年度へ

繰り越すべき財源 実質収支額 一般会計繰入額
決算額 執行率 決算額 執行率

一般会計 4,572,160,000 4,505,918,452 98.55 4,395,969,144 96.15 109,949,308 3,339,000 106,610,308

特
別
会
計

国民健康保険事業 653,256,000 660,676,248 101.14 635,674,349 97.31 25,001,899 25,001,899 68,675,003

後期高齢者医療 70,867,000 70,233,970 99.11 70,077,610 98.89 156,360 156,360 32,070,201

介護保険 629,699,000 619,072,296 98.31 617,332,349 98.04 1,739,947 1,739,947 108,647,734

へき地診療所事業 98,364,000 96,560,531 98.17 96,384,539 97.99 175,992 175,992 10,900,000

へき地歯科診療所事業 44,288,000 43,416,345 98.03 43,224,846 97.60 191,499 191,499 6,900,000

簡易水道事業 167,924,000 164,989,112 98.25 164,405,071 97.90 584,041 584,041 96,700,000

農業集落排水事業 14,739,000 14,597,572 99.04 14,488,288 98.30 109,284 109,284 11,982,000

漁業集落排水事業 32,969,000 32,250,223 97.82 32,143,967 97.50 106,256 106,256 29,000,000

航運事業 43,632,000 42,849,493 98.21 42,844,062 98.19 5,431 5,431 9,098,000

用地取得事業 23,888,000 23,886,600 99.99 23,886,600 99.99 0 0

小　計 1,779,626,000 1,768,532,390 99.38 1,740,461,681 97.80 28,070,709 0 28,070,709 373,972,938

合　計 6,351,786,000 6,274,450,842 98.78 6,136,430,825 96.61 138,020,017 3,339,000 134,681,017

区　分 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度
一 般 会 計 4,900,587,222 4,746,133,764 4,486,937,981 4,232,653,967
へき地歯科診療所事業特別会計 1,006,306 609,781 205,286 0
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 621,691,267 567,920,865 526,424,850 487,696,813
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 51,718,951 45,937,779 42,934,239 40,631,449
漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 169,690,332 157,271,674 142,744,588 128,035,154

合　計 5,744,694,078 5,517,873,863 5,199,246,944 4,889,017,383

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

４
２
１
万
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
42
億
５
６
６
１
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税

３
７
７
１
万
円
増

　

繰
越
金７

６
６
１
万
円
増

主
な
歳
出

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

５
４
０
０
万
円
増

　

社
会
福
祉
費

１
２
０
５
万
円
増

特
別
会
計

　

９
会
計
の
補
正
予
算
で

前
年
度
繰
越
金
の
増
額
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
減
額
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。

24
年
度
補
正
予
算

条　

例

　

過
疎
地
域
内
等
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

過
疎
地
域
自
立
促
進

九州北部豪雨の流木回収（室津旧フェリー基地）

特
別
措
置
法
、
離
島
振
興

法
の
改
正
に
伴
い
適
用
期

限
の
延
長
を
す
る
も
の
で

す
。

平 成 23 年 度 会 計 別 決 算 状 況 表 （単位：円　％）

地 方 債 現 在 高 の 推 移 （単位：円）

地
方
債
と
は

　

町
が
事
業
を
す
る
場

合
、
一
時
に
多
額
の
資
金

が
必
要
で
、
自
己
財
源
で

は
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
、
将
来
の
税
収
、
一

般
財
源
で
償
還
す
る
条
件

で
、
金
融
機
関
等
か
ら
長

期
に
借
り
入
れ
す
る
予
算
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人
事
案
件
に
反
対
賛
成
の
討
論

人
事
案
件
に
反
対
賛
成
の
討
論

賛
成
多
数
で
同
意

賛
成
多
数
で
同
意

人　

事

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

橋
部
好
明
氏
及
び
光
壽

光
夫
氏
が
本
年
９
月
30
日

任
期
満
了
に
な
る
た
め
、

引
き
続
き
両
氏
を
任
命
す

る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

提
出
者

岩
木
和
美
議
員　

橋部　好明氏光壽　光夫氏

西　

哲
夫　

議
員

　

橋
部
好
明
教
育
委
員
に

つ
い
て
は
、
３
月
議
会
に

お
い
て
教
育
委
員
長
の
要

職
に
あ
り
な
が
ら
過
去
に

不
適
切
な
言
動
を
た
び
た

び
繰
り
返
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
教
育
長
に
確

認
し
た
う
え
で
、
教
育
委

員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
指
摘
を
し
て
お
き
ま

し
た
。
同
氏
は
教
育
委
員

と
し
て
の
実
績
は
評
価
で

き
ま
す
が
、地
域
（
祝
島
）

で
の
行
動
は
教
育
委
員
長

の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
不

適
切
な
活
動
を
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
容
認
で
き
ま
せ

ん
。
本
人
は
反
省
し
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
、
猛
省

を
強
く
要
請
し
再
任
に
同

意
で
き
ま
せ
ん
。

右
田　

勝　

議
員

　

橋
部
好
明
氏
は
こ
れ
ま

で
の
教
育
委
員
と
し
て
の

一
部
行
動
を
深
く
反
省
し

て
お
り
、
教
育
委
員
会
ま

た
、
議
員
の
皆
様
方
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
に
対
し
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
た
い
と
申
し

て
お
り
、
改
め
て
再
任
さ

れ
れ
ば
教
育
委
員
と
し

て
、
そ
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
行

き
た
い
と
云
う
強
い
お
考

え
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
橋
部
氏
の
こ

れ
ま
で
の
教
育
委
員
と
し

て
の
功
績
も
考
え
ま
す
と

再
任
に
あ
た
い
す
る
と
考

え
ま
す
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の

願
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
世
界
の
各
地
で
、
戦
争
に
よ
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
の
動
き
は
、

核
戦
争
の
危
機
を
は
ら
み
誠
に
憂
慮
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

我
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
二
度
と
広
島
・
長
崎

の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
核
兵
器
の
速

や
か
な
廃
絶
を
訴
え
、
真
の
世
界
平
和
の
確
立
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
上
関
町
議
会
は
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
核
兵
器
の
廃
絶

を
訴
え
、
こ
こ
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」
の
宣
言
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
24
年
９
月
21
日

上
関
町
議
会

賛
成
者

清
水
敏
保
議
員　

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
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質 

疑応 

答

　

篠
川
源
次
議
員

　

特
定
健
康
診
査
等
事
業

の
委
託
費
の
補
正
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
委
託
し
何
人

分
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
松
中
民
生
課
長

　

特
定
検
診
の
個
別
検
診

と
い
う
こ
と
で
、
委
託
先

は
郡
の
医
師
会
で
あ
る
。

件
数
は
45
件
で
あ
る
。

　

篠
川
源
次
議
員

　

航
運
費
の
修
繕
料
80
万

円
は
レ
ー
ダ
ー
だ
け
の
修

繕
で
こ
れ
だ
け
の
金
額
が

必
要
か
。

◆
河
村
産
業
振
興
課
長

　

レ
ー
ダ
ー
だ
け
で
は
な

く
噴
射
ポ
ン
プ
の
修
繕
、

船
の
上
架
料
も
含
め
た
金

額
で
あ
る
。

◆
第
50
期
上
関
航
運
有
限

会
社
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
　

営
業
収
益
５
％
の
減
、

費
用
は
中
間
検
査
等
あ
り

18
％
の
増
で
、
純
損
失
は

４
０
０
０
万
円
を
見
込

む
。

◆
第
１
期
一
般
財
団
法
人

な
ご
み
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

　

入
浴
者
数
は
当
初
見
込

み
よ
り
１
万
２
千
人
余
り

多
く
の
利
用
者
が
有
り
、

町
か
ら
の
資
金
援
助
な
ど

に
よ
り
３
７
０
０
万
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

◆
第
２
期
一
般
財
団
法
人

な
ご
み
の
事
業
計
画
に
つ

い
て

　

純
収
益
１
億
３
２
０
万

円
、
総
費
用
１
億
２
７
３

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

来
館
者
を
月
平
均
１
万
人

と
想
定
し
地
元
産
を
中
心

と
し
た
商
品
の
提
供
な

ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
く
。

報　

告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
性
に
関
す
る
比
率

に
つ
い
て

　

23
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
で
す
。

こ
れ
ら
四
つ
の
指
標
は
、

健
全
化
の
判
断
基
準
と
な

る
も
の
で
す
。
上
関
町
の

比
率
は
国
の
警
告
ラ
イ
ン

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財

政
運
営
の
危
険
度
を
示
す

も
の
で
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
企
業
会
計
な
ど
、

全
会
計
の
収
支
を
合
算
し

て
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
た
も
の
で
す
。
い
ず
れ

も
黒
字
で
算
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

○
実
質
公
債
費
比
率

　

収
入
に
対
す
る
実
質
的

な
借
金
返
済
額
の
割
合
を

示
し
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　

公
営
企
業
や
第
三
セ
ク

タ
ー
な
ど
含
め
た
地
方
公

共
団
体
が
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
の
程
度

を
示
す
も
の
で
、
本
町
で

算
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
数
値
が
低
い

と
財
政
に
弾
力
性
が
あ
る

こ
と
を
示
す
経
常
収
支
比

率
が
あ
り
ま
す
。

○
経
常
収
支
比
率

　

一
般
財
源
（
町
税
、
地

方
交
付
税
等
）
に
対
す
る

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
）
に
充
当
さ
れ
た
一
般

財
源
の
割
合
を
い
い
、
当

町
は
97
・
８
％
で
す
。

○
平
成
23
年
度
継
続
費
精

算
に
つ
い
て

　

温
浴
施
設
工
事
に
係
る

費
用
の
精
算
で
す
。

（1）平成 23 年度決算に基づく健全化判断比率について

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
―

（15.00）
―

（20.00）
10.0
（25.0）

―
（350.00）

（単位：％）

（2）平成 23 年度決算に基づく資金不足比率について

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
上関町簡易水道事業特別会計 ―

20.0
上関町農業集落排水事業特別会計 ―
上関町漁業集落排水事業特別会計 ―
上関町航運事業特別会計 ―

（単位：％）

備考　1. 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されな
い場合は、「－」を記載している。

　　　2. 早期健全化基準を（　）内に記載している。

備考　資金不足比率が算定されない場合は、「－」を記載している。

上関⇔八島航路（かみのせき丸）

鳩子の湯（室津）
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一般一般
質問質問

　

高
齢
化
率
50
％
と
県
、

国
の
値
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
高
齢
者
対
策
は

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
と

考
え
る
。
第
５
期
高
齢
者

福
祉
計
画
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
重
要
だ
。

高
齢
者
の
中
核
的
な
存
在

と
し
て
公
的
サ
ー
ビ
ス
は

も
と
よ
り
地
域
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
、
高

齢
者
が
生
き
が
い
活
力
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
地
域

で
の
社
会
参
加
で
き
る
場

所
作
り
な
ど
重
要
と
考
え

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

高
齢
者
の
自
立
し
た
生

活
に
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
も

重
要
と
思
っ
て
い
る
。
昨

年
度
よ
り
見
守
り
ネ
ッ
ト

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

待
遇
は
一
つ
の
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
臨
時
職
員
の
賃

　

パ
ー
ト
は
、
日
額
ま
た

は
時
間
給
の
金
額
を
基
礎

と
し
、
勤
務
日
数
を
乗
じ

た
額
を
１
ヶ
月
単
位
で
支

給
す
る
。
昇
給
に
つ
い
て

の
規
定
は
な
い
が
、毎
年
、

山
口
労
働
局
が
決
定
す
る

最
低
賃
金
を
考
慮
し
、
必

要
に
応
じ
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
有
給
休
暇
、
健

康
保
険
、
年
金
保
険
、
雇

用
保
険
の
加
入
は
、
月
額

賃
金
雇
用
契
約
者
の
み
。

　

パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

町
が
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
に
加
入
し
て
い

る
。

質
問

質
問

さ
ら
な
る
充
実
と
取
り
組
み
を

答 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
、
孤

独
死
、
閉
じ
こ
も
り
の
防

止
・
防
犯
、
災
害
時
の
要

援
護
者
の
支
援
、
地
域
活

動
参
加
へ
の
呼
び
か
け
、

生
活
機
能
低
下
の
予
防
な

ど
医
療
、
介
護
、
権
利
擁

護
事
業
へ
つ
な
げ
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
、

健
康
の
保
持
に
つ
な
げ
た祝島地区敬老会

　答 地方公務員法、労働基準法に基づき行っている

臨時職員
待遇はどうなっているか待遇はどうなっているか

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

山根　善夫 議員

る
が
町
の
考
え
を
問
う
。

金
の
決
め
方
、
昇
給
、
有

給
休
暇
、
夏
期
、
年
末
の

一
時
金
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
、
各
種
社
会

保
険
、
労
働
災
害
に
よ
る

休
業
保
障
、
賃
金
補
償
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
こ
れ
ら
臨
時

職
員
の
待
遇
を
問
う
。
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一般一般
質問質問

　

国
が
発
表
し
た
「
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
」
で
は
、

上
関
町
震
度
６
弱
、
津
波

４
メ
ー
ト
ル
の
想
定
と
な

っ
て
い
る
。
県
内
で
は
こ

れ
ま
で
本
格
的
な
津
波
対

策
は
な
く
、
防
波
堤
が
耐

え
ら
れ
る
の
か
懸
念
さ
れ

る
。ま
た
、上
関
周
辺
の
岸

壁
や
防
波
堤
に
多
く
の
亀

裂
が
見
ら
れ
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
劣
化
現
象
と
考
え

ら
れ
る
。
津
波
の
心
配
は

勿
論
だ
が
、
台
風
や
季
節

風
に
よ
る
、
強
風
・
高
波

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

想
定
地
震
を
設
定
す
る

た
め
国
、
県
に
お
い
て
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

津
波
、
防
災
対
策
等
に
取

り
か
か
れ
る
も
の
か
ら
順

次
取
り
組
み
住
民
へ
の
周

知
を
徹
底
し
て
い
く
。
漁

港
機
能
保
全
計
画
を
予
算

計
上
し
て
お
り
老
朽
化
の

著
し
い
所
か
ら
順
次
整
備

を
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
54
年
間
か
け
た
漁
港

整
備
が
本
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
も
あ
り
、
先
行
き

不
透
明
の
財
政
状
況
等
、

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

　

原
発
比
率
を
め
ぐ
る

「
国
民
的
議
論
」
は
、原
発

ゼ
ロ
を
支
持
し
た
。
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
は
、
原

発
の
新
増
設
は
し
な
い
と

あ
り
、
上
関
原
発
は
国
策

で
な
く
な
る
。
30
年
間
原

発
問
題
で
町
民
同
士
が
対

立
し
た
の
は
、
国
・
県
・
事

業
者
に
も
責
任
が
あ
る
。

今
後
、
現
状
を
把
握
し
、

現
行
計
画
の
見
直
し
や
変

更
が
必
要
と
な
る
。
各
地

域
に
適
合
し
た
政
策
づ
く

り
を
、
町
民
一
体
と
な
り

取
り
組
む
べ
き
だ
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

事
実
は
事
実
と
し
て
受

け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
国
は
何
事
も
相
談
、

意
向
打
診
が
な
い
ま
ま
方

向
づ
け
し
た
の
は
い
か
が

な
も
の
か
と
思
う
。
山
口

県
下
で
最
低
の
税
収
で
も

清水　敏保 議員

質
問

質
問

　答 一人一人が認識、情報伝達が大事

防災対策防災対策は十分かは十分か

防波堤の亀裂（祝島港）

答 

対
話
な
く
し
て
道
は
な
し

「
原
発
ゼ
ロ
」

「
原
発
ゼ
ロ
」
社
会
を
目
指
す

社
会
を
目
指
す

風力発電（大星山）

交
付
金
、
協
力
金
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
現
在
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
た

と
思
う
。
町
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
私

も
必
要
と
考
え
る
し
本
来

の
行
政
の
姿
で
あ
り
、
町

の
よ
い
姿
だ
。
今
後
も
し

っ
か
り
対
話
を
お
願
い
し

た
い
。
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先
の
３
月
議
会
で
も
、

質
問
し
た
が
、再
度
問
う
。

滞
納
額
の
増
加
は
町
に
と

っ
て
経
済
的
損
失
だ
け
で

な
く
、
納
税
意
欲
を
喪
失

さ
せ
る
な
ど
大
き
な
問
題

に
な
り
か
ね
な
い
。
町
は

７
月
か
ら
県
と
本
町
の
担

当
職
員
が
連
携
し
て
住
民

税
等
の
「
併
任
徴
収
」
を

行
っ
て
い
る
が
、
通
常
の

訪
問
回
数
で
間
に
合
う
の

か
。
担
当
職
員
の
ご
苦
労

は
分
か
る
が
、
町
は
滞
納

の
対
策
と
し
て
打
開
策
を

考
え
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

こ
れ
ま
で
も
滞
納
整
理

に
つ
い
て
は
十
分
な
説
明

を
し
て
い
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
も
滞
納
整
理
に

で
き
る
限
り
の
対
策
を
講

じ
て
お
り
、
更
な
る
強
化

質
問

再
度
問
う

答 
法
令
等
に
照
ら
し
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
を

税
金
と
使
用
料
の

税
金
と
使
用
料
の
滞
納
整
理

滞
納
整
理
をを

と
し
て
７
月
か
ら
県
職
員

が
月
２
回
派
遣
さ
れ
併
任

徴
収
を
行
っ
て
い
る
。
町

の
滞
納
に
は
税
や
上
下
水

道
等
の
使
用
料
が
あ
り
、

徴
収
手
法
は
異
な
る
が
、

住
民
税
等
の
併
任
徴
収
に

な
ら
い
法
令
等
に
照
ら
し

一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
を

講
じ
る
よ
う
検
討
す
る
。税徴収簿（役場税務課）

河村　満生 議員

　

議
会
と
執
行
部
が
原
子

力
財
源
の
な
い
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
も
想
定
し
た
検

討
の
場
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
が

昨
年
の
11
月
か
ら
４
回
開

か
れ
て
い
る
。こ
の
中
で
、

本
町
の
財
政
の
推
計
や
各

分
野
に
お
け
る
取
組
み
の

現
状
と
課
題
、
財
源
の
主

要
事
業
や
施
策
な
ど
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
本
格
的
に
具

体
的
な
事
業
が
検
討
さ
れ

る
と
思
う
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

こ
れ
ま
で
の
説
明
や
意

見
交
換
で
町
の
課
題
や
現

状
の
共
通
認
識
は
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は

本
町
の
あ
り
方
や
進
む
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
現
計
画
の
事
業

や
施
策
の
緊
急
性
、
必
要

性
、
効
果
を
洗
い
直
し
優

先
順
位
な
ど
の
論
議
を
深

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
議

論
の
内
容
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
、
来
年
度
予
算
に
も

関
係
す
る
と
思
う
の
で
、

検
討
会
の
頻
度
を
上
げ
、

協
議
を
行
っ
た
ら
と
考
え

る
。

質
問

　答 今後のスケジュールは検討会での協議から

今後の方針を問うを問う
地域ビジョン検討会地域ビジョン検討会

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

第４回地域ビジョン検討会（５月）

ポイ捨て禁止条例を
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自
然
の
環
境
を
守
り
、

住
民
の
健
康
で
快
適
な
生

活
を
保
つ
た
め
に
、
ポ
イ

捨
て
禁
止
条
例
を
制
定
す

る
自
治
体
も
多
い
。

　

あ
る
町
が
制
定
し
た
条

例
は
違
反
者
名
の
公
表
、

罰
金
と
い
う
厳
し
く
規
制

内
容
も
広
範
で
、
公
共
の

場
所
、
道
路
で
廃
棄
物
の

投
棄
、
落
書
き
禁
止
等
が

規
定
さ
れ
違
反
者
に
指
導

勧
告
す
る
。
モ
ラ
ル
が
低

下
し
た
現
在
、
罰
を
与
え

る
の
が
目
的
で
は
な
い

が
、
罰
則
を
規
定
す
る
必

要
は
あ
る
と
思
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

モ
ラ
ル
が
低
下
し
て
い

る
昨
今
、
ご
み
問
題
の
み

な
ら
ず
、
モ
ラ
ル
全
般
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
も
重

要
だ
。
町
と
し
て
は
こ
の

現
状
を
放
置
す
る
こ
と
な

く
、
条
例
制
定
も
含
め
、

ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
の
効

果
的
な
対
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
町
内
の
各

自
治
会
長
さ
ん
や
地
区
婦

人
会
の
代
表
で
組
織
し
て

い
る
上
関
町
環
境
衛
生
推

進
協
議
会
に
お
い
て
も
ご

意
見
ご
協
議
を
賜
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

原
電
誘
致
が
浮
上
し
て

30
年
が
経
ち
立
地
に
向
け

確
実
に
進
ん
で
い
た
が
、

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
余
儀
無
く
中

断
に
な
っ
て
い
る
。
国
は

現
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

原
電
依
存
等
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
お
り
、
昨
日
革

新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
戦

略
の
原
案
で
は
２
０
３
０

年
代
に
は
、「
ゼ
ロ
」
と
言

わ
れ
て
い
る
が
町
長
は
、

関
係
機
関
、
事
業
者
へ
の

対
応
、
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

国
か
ら
本
町
に
対
し
て

意
向
打
診
は
一
度
も
な
い
。

篠川　源次 議員

質
問

質
問

　答 モラルの問題だ

ポイ捨て禁止条例ポイ捨て禁止条例をを

不法投棄されたゴミ（中ノ浦）

原
電
誘
致
は

答 

国
か
ら
の
説
明
が
な
い

関
係
機
関

関
係
機
関
・・
事
業
者
へ
の
対
応

事
業
者
へ
の
対
応
・・
取
り
組
み

取
り
組
み

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

戦
略
に
は
、
立
地
地
域
対

策
と
し
て
影
響
を
受
け
る

自
治
体
に
十
分
配
慮
し
て

措
置
を
講
ず
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の

中
で
上
関
原
子
力
発
電
所

上関原子力発電所準備事務所

建
設
が
、
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
さ
れ
る
の
か
詳
細

な
説
明
が
な
い
と
わ
か
ら

な
い
。
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
を
見
極
め
た

上
で
国
に
物
申
す
時
期
が

来
る
と
思
う
。
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■
上
関
町
議
会
議
長
　
山
谷
　
良
数

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

　　■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

　

今
年
ほ
ど
秋
を
待
ち
遠

し
く
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
台
風
16
号
以
後

秋
ら
し
く
な
り
虫
の
音
も

耳
に
や
さ
し
く
感
じ
ま
す
。

　

９
月
議
会
は
23
年
度
の

決
算
認
定
が
大
き
な
議
案

と
な
り
ま
す
。
決
算
で
は

健
全
な
財
政
運
営
が
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
財

源
の
少
な
い
本
町
で
は
こ

れ
か
ら
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
町
を
活
性

化
さ
せ
明
る
く
美
し
い

編

集

後

記

委
員
長　

西　
　

哲
夫

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

岩
木　

和
美

　

〃　
　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

河
村　

満
生

　

〃　
　

山
根　

善
夫

広報公聴特別委員会 「
花
咲
く
海
の
町
上
関
」を

作
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、

町
民
、
地
域
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
や
意
見
は
必
要
に
な

り
ま
す
。
皆
様
の
行
政
へ

の
協
力
を
望
み
ま
す
。
季

節
の
変
わ
り
目
で
す
御
自

愛
を
。

　

８
月
24
日
に
田
布
施
町

に
お
い
て
県
内
町
議
会
広

報
委
員
の
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
山
口

新
聞
特
別
編
集
委
員
の

佐
々
木
正
一
氏
が
「
分
か

り
や
す
さ
と
は
」
の
題
で

各
町
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
参
考
に
「
良
い
面
・
悪

い
面
」
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。「
か
み
の
せ
き
議
会
だ

よ
り
」
も
多
く
の
指
摘
を

　

６
人
の
広
報
委
員
は
６

月
26
日
福
岡
県
久
山
町
で

「
議
会
だ
よ
り
」編
集
作
業

の
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
「
広
報
作
成
の
調
査
・

情
報
資
料
の
収
集
・
技
術

向
上
」
の
意
見
交
換
で
し

た
が
、
講
師
を
招
い
て
の

広
報
研
修
で
は
指
摘
事
項

も
ま
ち
ま
ち
で
困
惑
し
て

広
報
委
員
会

研
修
報
告

い
る
思
い
は
同
感
し
ま
し

た
。お
互
い「
地
域
住
民
に

わ
か
り
や
す
く
興
味
を
引

く
紙
面
づ
く
り
・
地
域
の

特
色
あ
る
原
稿
づ
く
り
」

に
取
り
組
め
ば
よ
い
と
の

考
え
で
一
致
し
、
予
定
時

間
を
30
分
超
過
し
て
も
委

員
か
ら
の
意
見
交
換
は
続

く
ほ
ど
有
意
義
な
研
修
が

で
き
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
長

西　

哲
夫 久山町広報委員と意見交換（久山町役場）

　

８
月
26
日
平
生
町
役
場
に
お
い
て
「
平
生
町
・
田
布
施

町
・
上
関
町
」
の
広
報
正
副
委
員
長
、
事
務
局
職
員
で

「
23
年
度
事
業
報
告
・
決
算
」「
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
は
、
10
月
田
布
施
町
に
お
い
て
広
報
委
員

に
よ
る
他
町
の
広
報
紙
を
参
考
に
研
修
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修

　

８
月
20
日
柳
井
市
に
お
い
て
「
柳
井
市
・
周
防
大
島
町
・

平
生
町
・
上
関
町
」
の
議
員
が
「
必
ず
く
る
大
地
震
・
巨

大
地
震
に
備
え
る
」
を
演
題
と
し
て
伊
藤
和
明
防
災
情
報

機
構
会
長
を
講
師
に
招
き
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

２
０
３
０
年
代
に
東
南
海
・
南
海
地
震
発
生
の
確
率
は

88
％
で
、
こ
の
地
域
の
津
波
は
最
大
４
メ
ー
ト
ル
程
度
だ

が
地
震
発
生
予
知
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
津
波
は
火
災
を
呼
ぶ
の
で
、「
災
害
環
境
の
把
握
」

「
防
災
対
策
の
必
要
性
」
が
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。伊藤和明講師（柳井市）

県
町
議
会
広
報
研
修

県
町
議
会
広
報
研
修

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

県町議会広報研修（田布施町）

受
け
今
後
の
紙
面
づ
く
り

の
参
考
に
な
る
研
修
で
し

た
。


